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2 浅倉むつ子「ジェンダー法教育の意義と課題―早稲田大学ロースクールの経
験を中心に」同書、pp.335-348。 












































































































































































































































































































                                                  
7 角田由紀子「「ジェンダーと法」を教えて―明治大学法科大学院での経験か









































200 人位でしたが、今年度、急に増えて約 370 人いました。このうち 4 年生 
以上が 130人位でした。 
人数も多く、教室も大教室になったせいもあるのか、どうしても私語が目
立ちました。授業はとてもやりにくかったです。受講者数をもう少し制限し 
てもよかったのかなと思いました。 
 
村田：文学学術院は 100人超えたら、TA付けてくれますけどね。非常勤の方
にも。 
 
石崎：「現代の社会構造」では、これまでの自分の学校生活の中での「隠れ 
たカリキュラム」につ 
いてのレポート課題を 
出したら、子どもの頃 
の運動会や中学・高校 
の体育祭の応援団で、 
応援団長は男子がやる 
ものと決まっていたと 
か、「早稲田のサーク 
ルの幹事長には男子学 
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生しかなれない」といった例が挙げられていました。女子学生が早稲田の場
合であっても、幹事長にはなれないサークルがいまだにあるようです。 
 
村田：大学の中でも、サークルの性別役割分業の固定化を見直すなどの働き
かけもしないといけないと話題が出ているけれど。 
 
石崎：サークル内の固定化された性別役割分担に対しては、「明らかに幹事
長にふさわしいとは思えない男子学生が幹事長をやっているのが許せない」
という女子学生からのレポートもありました。 
 
安部：授業中の私語は、関係ないことを話している時もあるけれど、逆に私
語の話の中でも授業に関係することも話していたりするので…。歩き回って
聞こえたら、発言してもらうこともできますよね。 
 
大学におけるジェンダー教育のこれから 
安部：この本を別の女子大に務める先生―彼女は以前早稲田で助教をされて
いた方です―に渡したら、その方の教え子、つまり早稲田の卒業生でジェン
ダーに熱心に取り組んでいた学生の話をしてくれました。彼女は出版社に就
職したのですが、この間、久しぶりに会ったら、やはり出版社も男性社会で
非常に苦労していると、大学でたくさん学んだのにと残念がっていました。
まだ社会が追いついていないし、学部段階だけでなく学び続けられる場が必
要な気がします。 
 
村田：今年の 12月に、「高等教育とジェンダー」という国際シンポジウムを
開催しますが、そこでフランス・ボルドー大学のクリスティン・レヴィ先生
に話していただきます。ボルドー大学は、大学院にジェンダーのコースを作 
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っているのね。私たちとしては夢のまた夢だけど、社会人教育や男女共同参
画の政策とジェンダー研究をつなげられる、研究と教育と社会的な動きを結
びつけられる拠点のようなものを構築できればいいなと思っています。 
 
石崎：日本だと、城西国際大学の大学院に女性学専攻の修士課程があります
よね。 
 
村田：今、ジェンダーを学んでいる学生が大学院に進学したいと言った時、
行き先が減っているのではないか。東大やお茶大、一橋ぐらいでしょうか。 
 
石崎：男女共同参画センターなどの職員の方たちには、非常勤や嘱託など非
正規雇用で働いている女性たちが多いです。男女共同参画に携わっている方
たちが、実はとても不安定な働き方をしているということには矛盾も感じま
すし、解決していかなければならない問題ですよね。大学が男女共同参画セ
ンターともっとつながりを深めて、研修の機会を提供したり、学びの場にな
っていけばよいと思います。 
 
村田：ジェンダー研究所でまとめた今回の本は、早稲田を拠点とする研究・
教育・実践の省察のささやかな一歩であったと思います。大学におけるジェ
ンダー教育については、課題が山積みですが、歩みを続けていくために、こ
れからも皆さんと情報交換をし、話し合い、学び合う機会ができればと思い
ます。まだまだ話題がつきませんが、今日はここで閉めさせていただきます。 
どうもありがとうございました。 
 
※早稲田大学ジェンダー研究所所員による本座談会は2016年9月13日に行われ
たものです。 
 
